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はじめに 

近年，有明海・八代海では COD が環境基準未達成

となる海域が確認されている。本県の平成 10 年度から

平成 24 年度の公共用水域調査結果では，海域の COD

環境基準達成率は 70%台で推移している。一方、河川

の BOD 環境基準達成率は年々上昇しており，平成 10

年度に 81.0%だったものが，平成 24 年度には 93.0%と

なっている。 

 このように、河川環境が年々良くなっているにも係

わらず，海域環境の改善が伴わない原因の 1 つとして，

難分解性有機物の増加が懸念されている。今回，八代

海に流入する 6 河川について，長期分解試験を行い，

微生物等により分解され難い，難分解性有機物の現状

把握の測定を行った。有機物の指標として BOD，COD

を用い，長期分解試験における 100 日後の COD を難

分解性 COD として評価を行った。 

 

現 状 

 八代海へ流入する代表的な 6 河川と，今回調査の対

象とした地点を図 1に示した。また，これら地点のBOD，

COD 値の経年変化を図 2，3 に示した（調査地点は図

４参照）。BOD については，減少から横ばい傾向であ

る一方，COD については，横ばい，若しくは減少傾向

であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 調査地点 
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図 2 河川 BOD の経年変化   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 河川 COD の経年変化 
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